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前に楠を伏せてこれを踏みならし､神ががりして ｢胸乳 (むなち)をかきいで､裳緒 (もひも)をは
とにおし垂れき｡ここに高天原動 (とよ)みて八百万 (やはよろず)の神共に芙いき｣とある｡この
腐りは神がかりしてストリップのような踊りで､しずんでいた神々を朗らかに導き､アマテラス大神
をも岩戸からおみちびかれるもととなった｡
女性と嫉妬心 アマテラス大神は､神々の笑い声を不思議に思われて､岩戸を少し開けられ､｢私
がここにこもって真っ暗なのに､アメノウズメが踊り､神々は皆笑っているのだろうか｣と仰せられ
た｡アメノウズメは､｢あなたに勝る尊い神様がおいでですので踊り､笑っているのです｣と答えら
れ､鏡を差し出す｡大神は鏡を岩戸から出られて覗かれた｡タジカラオノミコトが大神の手をとって
外におつれした｡アメノウズメが女神だけに女心がわかり､大神の嫉妬心をくすぐったのであろうか｡
嫉妬は男にも女と同じようにあるものであろうが､後世女の特性のようにされてしまった嫉妬が､
『古事記』のなかに､このように女性の固有の姿として書かれていることをみることができるのであ
る｡
鏡に写った男の色､青と白に囲まれた女神を自分とは違う女神の姿と考えられたのだろうか｡神様
だからわからないものはないとは思うが､知らなかったがゆえに嫉妬されたのであろう｡
神かかりの女性 アメノウズメが ｢神がかり｣してとは､神の霊力がのりうつったことをしめして
いるoこのことが女性が神に仕えることのできる元となり､盛女 (シャーマン)の起源になったとい
える｡神話は女性は神がかりすることから神に仕えることができることを教えてくれる｡
明るさと喜びを与える女神 世の中が真っ暗になり､悪者が世を乱したためすっかり困りぬいて不
安にかられ､しずんでいた神々の不安を､特殊な踊りで解消し､しずんでいた神々に喜びを提供して
くれたのが女神だったのである｡
【また､ここギノミコトの天孫降臨に際し､先払いの神が ｢1人の神が分かれ道におり､長い鼻､7
尺の身長､目は赤ほうづさのように照り輝いている｣｡眼光鋭く尋ねることができなかったという｡
そこで大神は､アメノウズメに特に勅して言われるのに､｢あなたは弱い女であるが､向き合った神
に対して､気おくれせず圧倒できる神である｡だからあなたは一人で行ってその神に向かって､天の
神の御子の天降りする道にそのように出ているのはだれかと尋ねなさい｣(『古事記』)と､アメノウ
ズメはそこで胸をあらはにむき出して､腰紐をへそのしたまで押し下げ､噸笑って向かい合った
(『日本書紀』)｡こうしてサルタヒコノカミは､アメノウズメに屈してここギノミコトの天孫降臨は
成功するのである｡か弱い女性とはいえ､女としての自信､女であることの誇りを自他 (アメノウズ
メとアマテ､ラス大神)ともに認め､女性のみのもつ特性を生かして､その魅力によって､邪眼に打ち
勝ち､喜んで道案内をさせることに成功した女の力の大きいことを､このことは教えているのである｡
多くの人々､特に男達に対して明るさと､楽しみと喜びを生み出し提供してくれるのが女性の特性だっ
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たことを､神話をとおして知ることができるように思うのである｡
ところで笑いについてはどのように考えられていただろうか｡｢皆さんこの男を笑ってやっておく
んなさい｣ということがあるが､これによってその男の罪が許されることを意味することのようであ
る.罪が笑いによって吹き飛ばされると解されるのである｡汚れを水に流す､硬と同じ意味として考
えられやしないか｡アメノウズメが神々や､サルタヒコノカミを笑いに誘い､悪霊や邪悪を笑いとば
したことと理解でざるとすれば､女性は偉大な力の持ち主であることを神話は教えてくれる.今日家
庭や職場におけるお母さん､女性への大きな期待がわかるような気がする｡家庭の幸せ､職場の明る
さを知り､家族､職場の人々にやる気を起こさせることのできる女性なればこそできる役割の1つと
して考えてもよいのではなかろうか｡
む す び
以上 『古事記』､『日本書紀』を中心として女神 (女性)の生きた姿を探ってみた｡女神は神なるが
故に男神に劣ったところがないのかも知れないが､実に生き生きと､男性に決して劣ることなく､む
しろ優位に､しかも男性を動かす存在として登場してくるのである｡かって ｢原始女性は太陽だった｣
などと言われたように､神話は女性を地位の高い､しかも力をもった女性として措いているのである｡
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